議会運営委員会会議録（要旨）
	日　時
	平成25年5月31日(火)　午前10時00分～午後0時08分

	場　所
	長久手市役所本庁舎　２階　委員会室

	出席者
	議　員
	委員長　佐野尚人　副委員長　さとうゆみ
委　員　青山直道　浅井たつお　伊藤祐司　加藤和男　
川合保生　水野とみ子
議　長　正木祥豊　副議長　加藤武

	
	事務局
	事務局長　同補佐　書記


１　あいさつ
　　議長
２　議題
(1)　平成25年第２回長久手市議会定例会議事日程について
　ア　一般質問について
＜説明：事務局＞
　・発言通告　個人質問１７名（別紙議事日程（案）のとおり）
イ　請願について
＜説明：事務局＞
　・請願第２号　障害者医療費の一部負担金と助成の所得制限導入に反対する意見書
　　　　　　　　の提出を求める請願（別紙「請願文書表」のとおり）
ウ　その他
＜説明：事務局＞
　・議事日程第１号から第６号まで
(2)　平成２５年第３回定例会の日程について
　＜説明：事務局＞
・９月議会日程案のとおり
・決算特別委員会の設置を議決予定
（3）長久手市議会委員会に関する条例の一部改正について
　 ＜説明：事務局＞
・提出者は議会運営委員会副委員長、賛成者は副委員長を除く全委員
・定例会最終日（6月26日）に議案上程予定
・委員会の同一性については、附則の経過措置で担保する
（4）その他
 ア 議員報酬について
　（事務局）・　近隣市町の状況を報告。議員報酬の決め方は、いずれも特別職報酬等
　　　　　　 審議会（以下、「報酬審」。）の答申を尊重して決めている。瀬戸市は、報
　　　　　　 酬は市長、期末手当は議員提出議案とし、他市は市長が議案を提出して
　　　　　　 いるとのことであった。
　（委　員）・　市長が３月の定例会で、議員報酬に関する議案を撤回した際、議会と
　　　　　　 して単に撤回という行為を許可したか、撤回理由に基づき許可したかは
　　　　　　 曖昧である。撤回理由に基づき許可したのであれば、その理由を尊重す
　　　　　　 べきと思う。
　　　　　 ・　撤回理由は、「議員報酬は議会で決めることが妥当」ということであっ
　　　　　　 たが、すでに議案の撤回を許可したことなので、今さら撤回理由につい
　　　　　　 て議論しても仕方ない。
　　　　　 ・　従来どおり報酬審の答申を受け、市長提案とすることにしてはどうか。
　　　　　 ・　議会として議論せず、「これまでどおり」とすれば議会の能力を問われ
　　　　　　 る。議会が報酬審に諮問できるのか、或いは報酬審のような第三者機関
　　　　　   の設置ができるのかという点について調査や議論が必要と思う。
　（委員長）・　議会が第三者機関を設置した場合、委員の選任が課題となる。
　（議　長）・　会派の検討結果を確認したい。
　（会派意見）・　議員が自らの報酬を決めることはよくないので、第三者機関が検討
　　　　　　　 し、それを尊重することが大切。第三者機関から議長へ答申できるよ
　　　　　　　 う報酬審条例の改正や内規等の整備をするべき。
　　　　　 ・　議長も報酬審に諮問できるよう条例改正することで、問題解決につ
　　　　　　 ながるのではないか。
　　　　　 ・　報酬審の答申を尊重することを前提としたい。
　　　　　 ・　会派協議未了。
　（結　論）・　会派での協議が十分ではないので、次回までに意見集約し報告するこ
　　　　　　 ととする。また、地方自治法上、市議会が独自で第三者機関の設置が可
　　　　　　 能か確認する。
イ 議会報告会について
 ①　地区懇談会
 （委員長）・　市制施行住民説明会が参考例のひとつになると思うが、対象地区の単
　　　　　　位、日数、会場等について意見を聞きたい。
 （委　員）・　市民の声を聞き、理解を得るためには、小学校区単位程度での開催が
　　　　　　必要。自治会単位では、すべての地区で開催できない。
　　　　　・　長湫、岩作、上郷の３か所でどうか。
　　　　 ・　小学校区とし、６会場で開催がよい。同日に午前・午後で２会場開催
　　　　　 も可能。
　　　　 ・　小学校を会場とした場合、今年の夏休み期間はトイレ改修工事があり
　　　　　 使用できないことも想定される。
（結　論）・　小学校区単位６か所、秋以降の開催で検討する。会場候補は次のとお
　　　　　 りとし、調整する。
　　　　　 長久手小校区　　市役所西庁舎３階　公民館
　　　　　 西小校区　　　　西小学校（教室または体育館）
　　　　　 東小校区　　　　福祉の家（集会室）
　　　　　 南小校区　　　　南小学校（多目的室）
　　　　　 北小校区　　　　北小学校（多目的室）
　　　　　 市が洞小校区　　市が洞小学校（多目的室）
②　第２回議会報告会まとめ
　（副委員長）・　当日いただいた質問事項に対する回答を前委員、各委員長等でまと
　　　　　　　 めたので確認願いたい。
　（結　論）・　字句等の修正は副委員長へ一任し、質問者へ回答する。
ウ　予算特別委員会、決算特別委員会について
　（委員長）・　審査の精度、委員会の専門性を高める検討について意見を伺いたい。
　（委　員）・　予算、決算の議案審査だけでなく、通年で執行部の事業を監視するこ
　　　　　　 とが必要。常任委員会は会期中の活動となり、閉会中に監視機能をいか　　　 

　　　　　　 せない。
　　　　　 ・　議案審査の精度を高める方法として、委員会に分科会を設け連合審査
　　　　　　 とすることもできる。
　　　　　 ・　予算、決算議案を常任委員会で審査できるのか。
　　　　　 ・　以前は総務委員会で審査していたが、特別委員会を設置し審査するこ
　　　　　　 とになった。当初は３日間の審査だったが、負担が大きく２日間で審査
　　　　　　 するようにした。審査の時間や日数が多くなれば、精度が高まるわけで
　　　　　　 はない。
 （結　論）・　会派で参考例や先進例を調査し、検討結果を次回会議で報告とする。
エ　議会改革について
　①　議場へのパソコン等の持ち込み
 （委員長）・　会派での検討結果を含め意見を聞きたい。
 （委　員）・　まずは、禁止事項や運用指針等のルールを検討すべき。環境整備はそ
　　　　　　の後の検討でよい。
　　　　　・　議場へ持ち込むことの効果を十分に検討し、必要性を市民へ示さなく　　　　　　　　
　　　　　　てはいけない。傍聴者の視点では、会議に必要ないことをしていると誤
　　　　　　解される。
　　　　　
　　　　　・　東郷町議会では、検討に１年を要したと聞く。持ち込む以上は、パソ
　　　　　　コンを使用した審議の効果を市民に還元することが必要。また、議員だ
　　　　　　けでなく執行部の持ち込みについても考えなくてはいけない。
　②　請願、陳情者の直接説明の機会保障
 （委員長）・　要綱を定めることが必要と思うが、意見はあるか。
 （委　員）・　犬山市が既に実施しているため、参考にできるのではないか。
 （結　論）・　会派で参考例、先進例を調査、検討し次回会議で報告する。
　　　　　・　事務局は東郷町議会の議場へのパソコン持ち込みの要綱等を取り寄せ
　　　　　　ること。
次回の会議　平成25年6月24日（月）　午前10時00分
